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1.運営委員就任の経緯 

こむ１会が２０１３年度に小委員会制度を導入した時、私は所属のランチボックスから広報小委員会に参加しました。その

後、広報小委員会の前代表が退任時に「広報小員会から運営委員として出席が必要」との要請があり、２０１５年度より私が

運営委員に立候補し、今日まで６年間務めてさせて頂きました。 ボランティア経験も浅く、こむ１会の事も何も分からない

まま運営委員を務めさせ頂きましたが、退任にあたり、その間に気付いた私自身のこむ１会に対する想いと反省、今後に向

けた提案を、皆様の今後の活動に活かせればと思い纏めましたので、報告させていただきます。 

 

2.こむ１会活動に対する想いと反省 

こむ１会は、あくまでもぷらざこむ１を利用するボランティア団体が集まる「利用者会」です。また、こむ１会は、会員団体

の担当者と個人会員によって運営されており、専任者はいません。以上のことから、私は「こむ１会員が、財団の掲げる“暮

らしやすい街や社会をボランティアの力によってつくる”ための活動に集中」できる様、こむ１会活動は「利用者会」として必

要最小限の活動に絞り込み、いたずらに会員団体に対して一律な参加の義務化は避けるべきだと思ってきました。 

こむ１会の活動は、運営委員が中心になって企画し、大掃除などの様に会員が等しく分担すべき業務については全会員

の参加を求め、その他の活動については、賛同者を募った自主的な活動にするなど柔軟な運用をすべきだと思っています。 

これにより、運営委員への負担が増える事が懸念されますが、現状では運営委員への就任は、全会員に対して公平に求

められており、２年の任期中はこむ１会会員の責務として甘受すべきだと思っています。 

２０２１年１月の新運営委員会スタート時に導入した班制の運営委員会は、運営委員２５名の参加意識が従来に比べ格段と

高まり、私が思い描いた「運営委員会を中心としたこむ１会活動」に近づきつつあり、より一層進化させてほしいと願ってい

ます。 

 

3.今後のこむ１会への提案 

（1）外部団体からの参加要請について 

宝塚市内のボランティア団体は、現在４００団体以上登録されており、こむ１会はその一部の集まりに過ぎず、決して宝

塚市のボランティアを代表する組織ではありません。これまでは、こむ１会があたかも宝塚市のボランティアを代表し

ているかのような要請が多く、こむ1会もその要請に応えようとしてきた様に思います。 

今年度から要請の更新時に見直しが行われていますが、その判断基準を福祉や防災などの社会的に重要なテーマか否

かに置かれがちですが、そうではなく、あくまでも単なる「利用者会」が何故その要請に応える必要があるかといった

視点で、積極的な見直しを行う必要性を強く感じます。 

 

（2）運営委員会・ワーキングについて 

現在、運営委員会の中にいくつかのワーキングが立ち上がり、今後実行チーム等への移管を目指した活動が展開され

て行くと思いますが、この取り組み方について特に異論はありません。ただ、「こむ１会には専任者がいない」中で、

次々と理想的なテーマや活動を掲げ実行に移すことで、運営委員や一般会員の負担が増える事を危惧します。 

良いことだからすぐ実行に移すと決めるのではなく、実施に移す前に広く一般会員にその活動に対するニーズがある

かどうか、その活動に掛ける労力に見合うだけの成果が見込めるかどうかを確認してから実施に移す様お願いします。 

 

（3）実行チームの立ち上げについて 

こむ１会員の中には、こむ１会活動に積極的に関わるだけの余力のないグループも多く見受けられますが、こむ１会活

動に全く参加しないというのも、こむ１会の入会条件からも容認できません。 

今後ワーキングから出た成果を実行チーム等に移行していく事になりますが、以前の小委員会制度の様に、全会員一

律にいずれかの実行チームへの参加を求めるのではなく、①「利用者会」として全会員が等しく分担すべき活動と、②

「繋がりづくりに類する自主的な活動」とに峻別した運用を望みます。①については、今以上に参加を強制すべきだと

思いますが、②については、全会員を対象とした自由参加にすべきと考えます。 

 

（4）ボランティアによる運営支援 

特に専門性と継続性が求められる業務（Zoom、Web、ＰＣの維持管理等）については、運営委員の枠にこだわると量

的にも質的にも無理が生じかねないので、こむ１会支援スタッフとして全会員の中から賛同者（ボランティア）を募り、

運営して行くのも一つの方策ではないかと思っています。 

私自身は、許されるなら引き続き支援スタッフとして協力していきたいと思っております。              以上 
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